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カンパニー連結損益推移 （単位：億円）
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FY11 FY12 FY13 FY14 FY15計画

国内事業
①消費増税の反動減、公共事業の入札不調で苦戦
②子会社の不適切な会計処理の修正、流通在庫適正化を実施

①欧州管路更生事業の建て直し遅れ 中国事業の環境悪化で減益
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海外事業
①欧州管路更生事業の建て直し遅れ、中国事業の環境悪化で減益
②不採算領域の更なる構造改革、不良債権の引当処理を実施



２０１５年度 カンパニー方針

カンパニ が 丸とな て 利益体質を築き上げるカンパニーが一丸となって、利益体質を築き上げる

～ 営業利益率５％に向けポートフォリオ改革を断行する ～

売上 2 380億円 営業利益 60億円 （営業利益率 2 5％）損益目標 売上 2,380億円 営業利益 60億円 （営業利益率 2.5％）損益目標

重点
施策

１） 事業の選択と集中

２） 成長を担う製品開発の強化施策 ２） 成長を担う製品開発の強化

３） ＣＳＲの磨き上げ
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１） 事業の選択と集中

ポートフォリオ改革の推進

Ⅰ
群

営業利益率
10%～

事業領域拡大 ・分野、エリア、品揃え、VC強化

Ⅱ
群

5～10%
高収益体制

確立 ・成長・ストック売上の拡大 儲かる群 確立 ・成長・ストック売上の拡大

・汎用品の徹底効率化Ⅲ
0～5%

安定収益体制

儲かる
ＶＣ体制

構築
群

0～5%
構築

Ⅳ 構造改革・Ⅳ
群

0%未満
構造改革・

見極め
・管路更生海外、中国事業 等
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１） 事業の選択と集中

ポ 営業利益推移
（単位：億円）

ポートフォリオ別営業利益推移

21

45

24
49高収益事業

拡大

61 66 50
53

Ⅰ群
事業

営業利益率
10%以上

17 17 22 15

53 Ⅱ群
事業

5～10%

Ⅲ群17 17 22 15

56
-43 

58

-22 

Ⅲ群
事業

Ⅳ群
事業

0～5%

0%未満

赤字事業
構造改革

-56 -58 事業
0%未満
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FY12 FY13 FY14 FY15計画
* 海外子会社の2012年1-3月を除く

*



２） 成長を担う製品開発の強化

開発方針

（１） 利益重視 （２） 事業近接化

利益 稼げ 製
事業部開発・本部開発の

高利益を稼げる新製品開発
→ストック分野で利益拡大

事業部開発 本部開発の
一体運営
（現場ニーズを即開発へ）

中・長期的取組

（３） テーマ大型化 （４） 新分野開拓

技術力を活かした
事業の幹となる大型製品創出

技術力を活かした
世界にない製品の開発
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２） 成長を担う製品開発の強化

製品開発の切り口
新製品

高分子ピ ゾ

長寿命化

高分子ピエゾ
漏水検知システム

長寿命化

リノベライナー工法長寿命化
長寿命化

長寿命化

戸建住宅向け

工場配管診断技術

防災・減災

長寿命化

防災・減災

戸建住宅向け
防災・安心パッケージ

エスロヒ トシステム

防災・減災

エスロヒートシステム
（下水熱・地中熱）

省ｴﾈ創ｴﾈ省エネ・創エネ

6



２） 成長を担う製品開発の強化

【市場環境】【際立ち】 ① 幅広い管種・口径に対応

「高分子「高分子ピエゾピエゾ漏水漏水検知検知システムシステム」」
圧力管の漏水を

管外から発見する新システム

【市場環境】
① 大事故リスクの増大
微小漏水も放置すると大事故に繋がる恐れ

② 業務委託が進む

【際立ち】 ① 幅広い管種 口径に対応
業界No.1のセンサー感度で従来困難な樹脂管の漏水検知が可能

② 調査環境を選ばない
高度なノイズ分離解析技術で昼間・幹線道路の傍でも調査が可能

音聴技量をもつ職員が減少し民間委託が進む
【適用範囲】

従来 開発品

鋳鉄管 ～Φ250 ～Φ450

塩ビ管 不

【センサー感度】

従来の10倍感度の
センサ を開発

【開発システム】

塩ビ管 不可 ～Φ75

PE管 不可 ～Φ75
漏水による冠水 音聴法

センサーを開発

高感度センサーPCによる振動解析

無線通信

消火栓・仕切弁・量水器等に

無線機

センサー

地下漏水
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消火栓・仕切弁・量水器等に
マグネットでセンサーを

取り付けるだけ

漏水の有無・場所を
高精度に判定！



２） 成長を担う製品開発の強化
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更なる成長に向けて ～包括的民間委託事業

実績蓄積およびＩＳＯ取得を追い風に、官民連携で包括事業拡大を図る

２０１５年度

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに関する
国際規格ISO55001取得

対象自治体
河内長野市

２０１４年度
２０１６年度～

国際規格ISO55001取得
（国内製造業で初）

大阪狭山市
対象自治体
範囲拡大

「 」「下水道管路施設包括的管理業務」
受託

大阪狭山市
「下水道管路施設維持管理業務」

受託

岩見沢市岩見沢市
「下水道管路施設維持管理業務」

受託

管路維持管理

対象業務
拡大
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管路維持管理
調査業務・住民対応

長寿命化計画策定など

拡大
管路更生・更新工事など



更なる成長に向けて ～まちづくり事業の推進

住・社会インフラメーカーの総合力を活かして、安全・安心・エコなまちづくりを推進
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カンパニーの目指す姿・損益目標

カンパニーの目指す姿

「住 社会インフラのストックマネジメントNo 1企業」「住・社会インフラのストックマネジメントNo.1企業」

将来の損益目標
当面の損益目標

売上： ３，０００億円
営業利益： １００億円

営業利益： ２００億円超
営業利益率： ５％

営業利益率： ７％
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【ご参考】環境・ライフラインカンパニー 事業概要

◆売上高2 277億円 （内海外411億円／2015年3月期）◆売上高2 277億円 （内海外411億円／2015年3月期）◆売上高2,277億円 （内海外411億円／2015年3月期）

◆都市形成に必要な住宅・施設向けライフライン製品を幅広く展開

◆売上高2,277億円 （内海外411億円／2015年3月期）

◆都市形成に必要な住宅・施設向けライフライン製品を幅広く展開◆都市形成に必要な住宅 施設向けライフライン製品を幅広く展開◆都市形成に必要な住宅 施設向けライフライン製品を幅広く展開

戸建て 建築 公共
工場・ 管 路

戸建て
分野

建築
分野

公共
分野

工場
プラント
分野

管 路
更 生
分野
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